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第１章 プログラム全体概要 
１．全体概要 
 
 本プログラムはMICRO-PEAK/2000で作成した、設計負荷計算と年間負荷計算データを使って、空調
機、ニ次ポンプ、熱源機器のエネルギー消費量の計算を行うとともに、換気機器のエネルギー消費量を直
接入力することにより、空調設備全般のエネルギー消費量計算ができます。 
 エネルギー消費量から CO2、SOX、NOX発生量計算やエネルギー料金計算を行います。 
 各設備項目のエネルギー消費量計算にあたって、各設備項目別に省エネルギー手法の採用の有無を設定
することができますので、省エネルギー効果を具体的な数値として把握することができます。 
 1つの物件に対して最大 5案のシステム比較検討が可能です。 
 計算結果は画面で表示するとともに外部ファイル出力が可能です。 
 計算内容は技術資料を参照願います。 
 
 
《全体構成図》 

  ・建築設備技術者協会の MICRO-PEAK/2000で 
   作成したデータが必要 
 ↓ 
  ・スペースデータを空調機ゾーンに集計 
  ・空調機ゾーンデータから二次ポンプ、熱源 
   負荷データを作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ↓ 
 
 
  ・空調機ゾーン別に空調機搬送システムを設定 
 
 
  ・空調機仕様の設定 
  ・エネルギー消費量の計算 
 
 
 
 
 ↓ 

MICRO-PEAK/2000データの読み込み 

1．ゾーニング・熱負荷集計 

2.1 省エネルギー項目設定 
2.2 空調機搬送システム 
2.3 外調機搬送システム 
2.4 搬送システム計算 
2.5 計算結果表示 

2．セントラル空調機搬送システム 

1.1 省エネルギー項目設定 
1.2 ゾーン設定入力 
1.3 運転条件入力 
1.4 系統設定入力 
1.5 空調ゾーン負荷計算 
1.6 計算結果表示 
（1）空調機負荷 
（2）二次ポンプ負荷 
（3）熱源負荷 

［1.4 系統設定入力］のセントラル・個別区
分においてセントラルシステムが設定され
ている系統について入力します。 
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 ↓ 
 
 
 
 
 
  ・二次ポンプ系統別にポンプシステムを設定 
  ・二次ポンプ仕様の設定 
  ・エネルギー消費量の計算 
 
 
 ↓ 
 
 
 
 
 
  ・熱源システムの設定 
  ・蓄熱システムまたは一般システムを選択 
  ・熱源機器容量の設定 
  ・熱源の稼動条件を設定 
  ・熱源機器仕様の設定 
  ・エネルギー消費量の計算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ↓ 
 
 
 
 
 
  ・空調機ゾーン別に個別空調機システムを設定 
  ・個別空調機仕様の設定 
  ・エネルギー消費量の計算 
 
 
 
           ↓ 
 

3．二次ポンプシステム 

3.1 省エネルギー項目設定 
3.2 二次ポンプシステム設定 
3.3 二次ポンプシステム計算 
3.4 計算結果表示 

4．セントラル熱源システム 

4.1 省エネルギー項目設定 
4.2 熱源基本条件設定 
4.3 蓄熱システム 
（1）蓄熱システム設定 
（2）熱源システム設定 
（3）熱源稼動設定 
（4）熱源機器仕様 
（5）熱源機器エネルギー消費量 
4.4 一般システム 
（1）熱源システム設定 
（2）熱源稼動設定 
（3）熱源機器仕様 
（4）熱源機器エネルギー消費量 

5．個別空調機システム 

5.1 省エネルギー項目設定 
5.2 個別空調システム設定 
5.3 個別空調機器仕様設定 
5.4 機器エネルギー消費量計算 
5.5 計算結果表示 

［1.4 系統設定入力］の二次ポンプ系統設定
で系統が設定されている系統について入力し
ます。 

［1.4 系統設定入力］のセントラル・個別区
分においてセントラルシステムが設定されて
いる系統がある場合に入力します。 

［1.4 系統設定入力］のセントラル・個別区
分において個別システムが設定されている系
統について入力します。 
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 ↓ 
  ・運転時間データベースの設定 
 
 
 
  ・運転時間データベースの設定 
  ・換気システムの設定 
  ・換気機器仕様の設定 
  ・エネルギー消費量の計算 
 
 ↓ 
  ・エネルギー消費量を直接入力 
 
 
 
           ↓ 
 
 
 
 
  ・料金計算エネルギー単価 
  ・エネルギー集計計算 
  ・省エネ項目のまとめ 
  ・エネルギー消費量 
  ・エネルギー料金 
  ・CO2、SOX、NOX発生量計算 
 ↓ 
 
  ・案の数値比較 
  ・案の相対・絶対比較グラフ 
 
 

 
 

熱負荷計算とは関係なく、換気システムの計
算を行う場合に入力します。 

6.1 省エネルギー項目設定 
6.2 運転時間ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ設定  
6.3 換気システム・エネルギー計算 
6.4 計算結果表示 

7．エネルギー消費量を直接入力 

9. 案別比較 

6．換気システム 

熱負荷計算とは関係なく、直接入力するエネ
ルギー消費量がある場合に入力します。 

8．総合評価 

8.1 エネルギー単価 
8.2 エネルギー集計計算 
8.3 省エネ項目のまとめ 
8.4 計算結果表示 

項目選択でレ印のある項目のみが総合評価で
集計計算されます。 

入力した設計案（最大5案）について比較を
おこないます。 
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２．各種ファイルについて 
 

2-0. インストールプログラム （¥Tdc_w¥Energ2） 
指定したドライブに以下のフォルダが作成されます。 

X:¥Tdc_w¥Energ2 
¥Project 
¥Masdt 
¥Work 

 
 
2-1. プログラム （¥Tdc_w¥Energ2） 

 
Energ .exe プログラムファイル 
Fileset .dat ランダムファイル管理ファイル 
St4unst .log アンインストール用ログファイル 

 
 
2-2. 物件データ （¥Tdc_w¥ Energ2¥Project） 

 
******** .tde 当ソフトによる入力データ保存ファイル 

 
 
2-3. マスターデータ （¥Tdc_w¥ Energ2¥Masdt） 

 
WD** .DT 気象データ  **は 1から 30の番号 
Ngm_A22 .DT 建物用途別運転日数 
Ngm_S1 .DT 負荷計算省エネ項目 
Ngm_S2 .DT 空調機器省エネ項目 
Ngm_S3 .DT 二次ポンプ省エネ項目 
Ngm_S4 .DT セントラル熱源省エネ項目 
¥Ngm_S5 .DT 個別空調機器省エネ項目 
Ngm_S6 .DT 換気機器省エネ項目 
Ngm_A1 .DT 熱源システム 
Ngm_A2 .DT 熱源システム構成機器 
Ngm_A6 .DT 熱源システム構成機器組合せ 
Ngm_B1 .DT 熱源システム構成機器 COP 
Ngm_A5 .DT 機器仕様名称 
Ngm_B3 .DT 熱源機器仕様 
Ngm_A3 .DT 個別空調機名称 
Ngm_B20 .DT 個別空調機室外ユニット 
Ngm_B40 .DT 個別空調機室内ユニット 
Ngm_A19 .DT エネルギー単価 
Ngm_A20 .DT 各種エネルギー係数 
Ngm_A24 .DT 建物用途別運転日数 
Ngm_C1 .DT 工事種類・建築構造名称 
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2-4. 作業ファイル （¥Tdc_w¥ Energ2¥Work） 
 

Ctrl .dt 作業中の各種変数 
Ctrl_Kub .dt 作業中の各種変数 
Ctrl_Mas .dt 作業中の各種変数 
Ptp* .dt 作業中の各種変数 
 
Drvset .dt ドライブ環境設定 
Prtset .dt 印刷環境設定 
 
Grp_Ctrl .dt グラフ表示作業用 
Kaisha .dt 表紙出力設定 
 
Pr_**** .dt 印刷項目の設定 
Pr_G**** .dt 印刷設定の設定グラフ 
 
Start .dt ショートカット用各種変数 
Bname .dt 稼動案件操作用各種変数 

 
 
 
 
 
３．入力画面について 

3-1. 入力画面枠の色について 
基本的には 
黄色は現在カーソルのある場所を示します。下の色の場所では入力ができます。 
ブルーは数値の入力 
オレンジは文字の入力 
ライトグレーは項目選択入力 

となります。 
 
 
 

3-2. 削除ボタンについて 
 入力行の左端枠が黄色になっている状態で『削除』ボタンをクリックすると、現在入力している
行のデータを削除することができます。 
 ゾーン削除となっている場合は現在入力中のゾーンデータすべてを削除します。 
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第２章 起動・保存の動作 
１．起動メニュー 
 省エネルギーシステム評価プログラム（空調）は 
 『スタートメニュー』 
 ↓ 
 『TDC プログラム』 
 ↓ 
『省エネシミュレーション空調設備』 
 
の順に選択していくことで起動させることができます。 
 
 プログラムが起動すると［起動メニュー］
（図 2-1）が表示されます。 
［起動メニュー］は 
 『Ａ．データ入力』 
 『Ｂ．マスターデータメンテナンス』 
 『Ｃ．システムユーティリティ』 
 『終  了』 
からなっています。 
 
 
 
 
 
《入力操作》 
・「Ａ．データ入力」 ･･････････････････データ入力を行う場合 
・「Ｂ．マスターメンテナンス」･････････マスターデータのメンテナンスを行う場合 
・「Ｃ．システムユーティリィティー」 ･･･使用ドライブの確認，印刷フォントの確認の場合  

 
 
“前回の物件データを開く”はデータ入力が既に行われている場合に表示されます。『開く』をクリッ
クすると途中の画面をショートカットして［総合メニュー］（図 2-3）に行くことができます。ここで
は最終更新ファイルが開かれます。 
 
《異常終了時の対処》 

エラー等でプログラムが異常終了した場合は“前回の物件データを開く”の『開く』をクリック
します。入力画面で『OK』ボタンで終了していれば入力値は保存されています。 

 
 

図 2  - 1 
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２．データ入力 
［起動メニュー］で『Ａ．データ入力』を選
択すると［物件データの読み込み］（図2-2）
が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1）新規にデータを入力の場合 
『新規に入力』を選択します。 

 
 
2）更新・出力支援データを開く場合 
以前に名前を付けて保存したファイルを開きます。 
 
 『開く（更新）』をクリック 
 ↓ 
 〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
〈フォルダリスト〉でフォルダーを選択 
 ↓ 
 〈ファイルリスト〉でファイルを選択 
 ↓ 
『開く』が表示されますのでこれをクリックします。 

  
 
 正しいファイルでない場合はメッセージを出力して再度ファイルの選択を求めます。 
 データの読み込みを中止する場合は『キャンセル』をクリックします。 
 
 出力支援プログラムで作成した室名称、系統集計データを本プログラムでそのまま利用することが
できます。 

 

図 2  - 2 
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３．総合メニュー 
［物件データの読込み］で『新規作成』を選
択、または『開く（更新）』でファイルを選択
後、『開く』をクリックすると、［総合メニュ
ー］（図 2-3）が表示されます。 
 
 
 エネルギー計算のための負荷データとして
マイクロピークデータを読み込む必要があり
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
《データの種類について》 
 データには基礎データと省エネシミュレーションに使うデータがあります。 
  基礎データは物件単位で 1度入力を行えば、変更以外再度入力する必要はありません。 
 省エネシミュレーションに使うデータは、1物件に対して検討する案の数だけ入力を行うことがで
きます。 

 
《基礎データについて》 
 以下の 2項目があります。いずれも 1度の入力です。 

・「マイクロピークデータセット」 ･物件の負荷計算データを入力 
・「建築情報入力」 ･･････････････物件の概要を入力 
・「室名称（詳細）入力」･････････室名称を入力（漢字 20桁） 

 
《省エネシミュレーション案データについて》 
 1物件に対して案の数だけ、案単位で入力します。最大 5案の入力とします。 
 1案の入力が終了後、その案の複写を行うことにより別の修正案が容易に作成できます。 
 案が異なっていても基礎的な負荷計算データは同じものを使います。 

 
“前回の物件データを開く”はデータ入力が既に行われている場合に表示されます。『開く』をクリッ
クすると途中の画面をショートカットして［５．設計案管理］（図 2-8）の入力画面から入力作業を開
始することができます。 
 
 

図 2  - 3 
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3-1. マイクロピークデータの読み込み 
［総合メニュー］で『1.1 ﾏｲｸﾛﾋﾟｰｸﾃﾞｰﾀｾｯ
ﾄ』を選択すると［1.1 ﾏｲｸﾛﾋﾟｰｸﾃﾞｰﾀｾｯﾄ］
（図 2-4）が表示されます。 
 
 
  マイクロピーク計算で以前に名前を付け
て保存したファイルを開きます。 
 『開く（更新）』をクリック 
 ↓ 
 〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
 〈フォルダリスト〉でフォルダを選択 
 ↓ 
 〈ファイルリスト〉でファイルを選択 
 ↓ 
『開く』が表示されますのでこれをクリックします。 
 
本プログラムには、計算結果ファイルとして以下のファイルが同じフォルダに必要です。 

入力ファイル名が *****.Dat とすると 
ピーク計算結果ファイル ･･････  *****s.csv 
年間計算結果ファイル････････  *****t.csv 

 
 正しいファイルでない場合はメッセージを出力して再度ファイルの選択を求めます。 
 データの読み込みを中止する場合は『キャンセル』をクリックします。 
 選択したファイルがマイクロピークファイルで出力されたファイルの場合、物件内容を自動的に
読んで表示します。 
 
 同じ物件で内容の異なるマイクロピークファイルを再度読み込んだ場合は、［1.1 ﾏｲｸﾛﾋﾟｰｸﾃﾞｰﾀｾｯ
ﾄ］以降の画面に入り熱負荷関係の計算をやり直す必要があります。 
 

 

3-2. 建築情報入力 
［総合メニュー］で『1.2 建築情報入力』
を選択すると［1.2 建築情報入力］（図2-5）
が表示されます。 
 
 
 物件名称、場所、工事種類等を入力しま
す。 
  
 物件名称、場所はマイクロピークデータ
から転写されます。 
 
 ここでの入力データは参考データであ
り、以降の計算には使用しません。 

図 2  - 4 

図 2  - 5 
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3-3. 室名称（詳細）入力 
［総合メニュー］で『1.3 室名称（詳細）
入力』を選択すると［1.3 室名称（詳細）
入力］（図 2-6）が表示されます。 
 
 
 マイクロピークデータの室名称に詳しい
名称をつけることができます。 
 
 出力支援プログラムデータを読み込んだ
場合は、出力支援プログラムで入力した室
名称をここで表示し、本プログラムのデー
タとして入力できます。 
 
 
 
 

 
４．データ保存 
［総合メニュー］で『戻る』を選択すると［デ
ータの保存］（図2-7）が表示されます。入力
作業をしていたデータを保存することができ
ます。 
 
1）名前を付けて保存 
 現在入力中のデータに新たに名前を付け
て保存します。 
 『名前を付けて保存』をクリック 
 ↓ 
 〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
 〈フォルダリスト〉でフォルダを選択 
 ↓ 
 〈ファイルリスト〉でファイルを参照 
 ↓ 
〈ファイル名称〉でフルパスで名称を入力します。 
 ↓ 
 『保存』をクリック 

 
 
2）上書き保存 
 開いたファイルをそのままの名称で同じフォルダーに保存します。 

 
 

 

図 2  - 6 

図 2  - 7 
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５．設計案管理 
［総合メニュー］で『2．案を選択してデータ
入力』を選択すると［設計案管理］（図2-8）
が表示されます。 
 設計案のリストが表示されます。 
 
 
 1 つの物件にたいして最大 5 案の入力がで
きます。 
 
 
 
 
 
《操作手順》 
・「新規作成」 

『新規作成』をクリックし、設計案名称を入力します。 
 
・「更新」 

『更新』をクリックし、設計案のリストから更新する案を選択します。 
 案名称は変更できます。 

 
・「削除」 

『削除』をクリックし、設計案のリストから削除する案を選択します。 
 
・「複写」 

『複写』をクリックし、設計案のリストから複写する案を選択します。 
 複写案は未使用の案番号に作成されます。 

 
 
 
 

 
 
 
 

図 2  - 8 
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第３章 設計案入出力 
［設計案管理］で『新規作成』を選択、または
『更新』を選択した後、更新する設計案を選択
すると［設計案入出力メニュー］（図2-9）が表
示されます。 
 
 
［設計案入出力メニュー］は 

『１．ゾーニング・熱負荷集計』 
『２．セントラル空調機搬送システム』 
『３．二次ポンプシステム』 
『４．セントラル熱源システム』 
『５．個別空調機システム』 
『６．換気システム』 
『７．エネルギー消費量直接入力』 
『８．総合評価』 
『９．案別比較』 

からなっています。 
 
 
 上記の項目のうち、必要な項目のみ入力を行います。 
 １，8および 9は共通でそれ以外は選択できます。 
 入力する項目は□にチェック（レ印）をつけます。 

□ ２．セントラル空調機搬送システム 
□ ３．二次ポンプシステム 
□ ４．セントラル熱源システム 
□ ５．個別空調機システム 
□ ６．換気システム 
□ ７．エネルギー消費量直接入力 

 □にチェックマークがない項目は総合評価でエネルギーの集計がされません。 
 
 すでにエネルギー消費量が明らかになっていて、料金計算やCO2計算のみをを行いたい場合は、“7．
エネルギー消費量直接入力”でエネルギー消費量を入力し、“8．総合評価”で計算を行います。 
 
 
 6．と 7．は 1～5．までとは無関係に、入力と出力を行うことができます。 
 
※☆印はデータ入力が終了したことを示します。 
各項目の計算は、☆の表示があることを確認して計算を行ってください。 
上流側の入力変更をした場合、下流側の再入力か必要な場合があります。この場合☆印の表示が消
えます。 

 
 

図 3  - 1 
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１．ゾーニング・熱負荷集計 
［設計案入出力メニュー］で『１．ゾーニン
グ・熱負荷集計』を選択すると［<1. ゾーニ
ング・熱負荷集計］（図3-2）が表示されます。 
 
 マイクロピークで行った計算データを使用
してゾーニングと熱負荷集計を行います。 
 
 ゾーニングについては、技術資料「2．空調
機ゾーン、二次ポンプゾーン、 熱源等の考え
方」を参照してください。 
 
 
 
 
 
 
1-1. 省エネルギー項目設定 
［<1. ゾーニング・熱負荷集計］で『1.1 省
エネルギー項目設定』を選択すると［1.1 省
エネルギー項目設定］（図3-3）が表示され
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
《設定方法》 
・〈採用の有無〉を「有り」とする。 
・〈採用有りの設定値〉を入力する。 
 
 これにより“1.4 系統設定入力”の全系統の設定内容がこの画面の設定内容となります。 
 
“1.4 系統設定入力”の設定内容とこの画面の内容が異なる場合修正の有無の欄に修正有りと表示
されます。 

 
 
 
 この画面の設定値はマスターメンテナンスの設定値が初期設定されます。 
 変風量送風の有無の設定は熱負荷計算のためのものです。エネルギー計算用の設定は後述の“2．
セントラル空調搬送システム 2.1 省エネルギー項目設定”で設定してください。 
 
 

図 3  - 2 

図 3  - 3 
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1-2. ゾーン設定入力 
［<1. ゾーニング・熱負荷集計］で『1.2 ゾ
ーン構成入力』を選択すると［1.2 ゾーン
の設定］（図 3-4）が表示されます。 
 
 
 最大 40ゾーンの設定ができます。 
 １ゾーンにたいしてそのゾーンを構成す
るスペース構成数を入力します。 
 構成外の室数は 0としておきます。 
 
 
 
 
 
 
 指定した代表室の室内条件がゾーンの各種類の条件となります。 
 
 代表室の温度条件と人員変動率はマイクロピークで入力した数値が使用されます。 
 
 
 

図 3  - 4 
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1-3. 運転条件入力 
［<1. ゾーニング・熱負荷集計］で『1.3 運
転条件入力』を選択すると［1.3 運転条件
入力］（図 3-5）が表示されます。 
 
 
 エネルギー消費量計算に必要な運転条件
を入力します。 
・コイル計算..........................有無を選択 
・外気冷房露点温度上限.....加算%を入力 
・熱源運転モード....月別にモードを選択 
・熱源負荷計算係数........余裕係数を入力 
・運転日数.................室用途を選択 

日数の変更も可能 
 年間室内条件はマイクロピークで入力し
た数値が使用されます。 
 
 
《コイル計算について》 
 空調機で室内負荷を処理する場合、一般的には全ての負荷が処理できるわけではありません。 
 特に中間期は特別の装置が無い限り、潜熱負荷全ての処理はできません。 
 コイル計算有りの場合、処理できない潜熱負荷は空調機の負荷に含めません。 
 ただし、コイル計算は定風量を想定した計算であり、コイル計算無しの場合、負荷計算値をそ
のまま空調機の負荷とします。デフォルトはコイル計算なしです。 
 

《外気冷房外気露点温度上限について》 
 外気冷房は室内温度、エンタルピー、露点温度で実行の有無が決定されます。 
 露点温度は室内状態点の湿度を基準にして設定します。 
 加算 20%を設定すれば、室内条件が 26℃50%の場合 26℃70%の露点温度となります。 

 
《熱源運転モード》 
〈1〉冷房･･････････････････････ 冷房負荷のみの処理 
〈2〉暖房･･････････････････････ 暖房負荷のみの処理 
〈3〉冷暖房（冷房 or 暖房）･･････ 冷房負荷と暖房負荷の大きい負荷のみの処理 
〈4〉冷暖房（冷房 and 暖房）･････ 冷房負荷と暖房負荷の両方の負荷の処理 
〈5〉熱源のみ停止 ･･････････････ 熱源は停止、空調機は稼動 
〈6〉熱源・空調機とも停止 ･･････ 全て停止 
 

《熱源運転日数》 
 年間のエネルギー消費量は、「月代表日のエネルギー消費量×その月の運転日数」として計算し
ます。 
 

《熱源負荷計算余裕係数》 
 空調機容量＝負荷値 NET 
 二次ポンプ容量＝負荷値 NET×搬送係数 
 熱源容量＝負荷値 NET×搬送係数×熱源係数   となります。 
 入力値は 0.25～4の範囲で可能です。 

図 3  - 5 
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1-4. 系統設定入力 
［<1. ゾーニング・熱負荷集計］で『1.4 系
統設定入力』を選択すると［1.4 系統設定
入力］（図 3-6）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
《設定項目》 
・系統数 数値入力 
・セントラル・個別区分････ 選択 

〈1〉セントラルシステム 〈2〉個別空調システム 
・系統設定外調機 ･････････ 選択 

〈1〉外調機有り 〈2〉外調機無し 
・系統設定ポンプ ･････････ 選択 

〈1～5〉系統（1～5） 〈6〉ポンプ無し 
・交換効率 ･･･････････････ 数値入力 
・送風Δt ･･･････････････ 数値入力 
・制御有無 変風量 ････････ 選択 

〈1〉有り（変風量） 〈2〉無し（定風量） 
・制御有無 外気冷房 ･････ 選択 

〈1〉有り（外気冷房） 〈2〉無し 
・制御有無 最小外気 ･････ 選択 

〈1〉無し  〈2〉最小外気 30%  〈3〉最小外気40%  〈4〉最小外気50% 
・制御有無 外気カット････ 選択 

〈1〉有り（外気カット） 〈2〉無し 
・加湿システム ･･･････････ 選択 

〈1〉水   〈2〉蒸気  〈3〉蒸気（電気） 
 
 
《立上り時外気カットについて》 
 マイクロピークで設定した外気カットデータは無視します。この画面で立上り時外気カットの
設定を行います。 
   有りの場合、予熱予冷時の外気カットを行います。 
 
 

《最小外気制御について》 
  最小外気 30%の場合 
   設定外気量＝外気量×（0.3＋（1－0.3）×人員変動率） 
となります。 
 人員変動率はマイクロピークで設定されたもので、代表室の人員変動率を使用します。 
 

図 3  - 6 
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《外気冷房について》 
 室内温度と設定露点温度以下で外気冷房を行います。最大外気量は最大送風量とします。 
 全熱交換器にはバイパスが有るとします。 
 外調機なしの場合に適用します。 

《全熱交換効率について》 
 マイクロピークでの外気負荷計算は全熱交換効器が無い場合の値です。 
 本プログラムでは全熱交換効率を任意に設定することができます。 

 
 
・セントラルと個別空調システムは同時に設定できます。セントラルと個別空調システムが混在す
る場合の熱源容量はセントラル空調システムの系統負荷を集計したものになります。 

・セントラル・個別区分においてセントラルシステムが設定されている系統について“2．セントラ
ル空調機搬送システム”を入力します。 

・セントラル・個別区分において個別システムが設定されている系統について“5．個別空調機シス
テム”を入力します。 

・二次ポンプ系統設定でが設定されている系統について“3．二次ポンプシステム”を入力します。 
 
 
 
 

1-5. 熱負荷集計計算 
［<1. ゾーニング・熱負荷集計］で『1.5 熱負荷集計計算』を選択すると、設定条件で熱負荷集計計
算を行います。 
 計算内容は技術資料「3．空調ゾーン負荷計算」を参照してください。 
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1-6. 計算結果表示 
［<1. ゾーニング・熱負荷集計］で『1.6 計
算結果画面表示』を選択すると［<<1.6 計算
結果画面表示］（図3-7）を表示することがで
きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
《負荷値の取り扱い》 
・冷却負荷･･････ 冷却除湿が正とします 
・暖房負荷･･････ 加熱加湿が負とします 

 
 
 
 
 
 
1-6-0A. グラフ表示 
 各負荷値表示画面で『グラフ表示』を
クリックすると、表示されている負荷値
をもとにグラフを表示します（図3-8）。 
 
 
 ゾーンの全熱（室内＋外気）を表示し
ます。 
 上段は冷房負荷を、下段は暖房負荷を
表示します。 
 
 
 
《グラフ表示の手順》 
 『グラフ表示』をクリック 
 ↓ 
〈ゾーン選択〉で表示するゾーンを選択 
 ↓ 
〈表示する期間〉で表示する期間を選択 

 
 
 

図 3  - 7 

図 3  - 8 
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1-6-0B. ファイル出力 
 各負荷値表示画面で『ファイル出力』
をクリックすると、ファイル出力設定画
面が表示されます（図 3-9）。 
 
 
 表示されている負荷値を CSV 形式で
ファイルに出力することができます。 
 
 
 
 
 
《ファイル出力の手順》 
 

 『ファイル出力』をクリック 
 ↓ 
 〈ドライブリスト〉でドライブを選択 
 ↓ 
 〈フォルダリスト〉でフォルダを選択 
 ↓ 
 〈ファイルリスト〉でファイルを参照 
 ↓ 
〈ファイル名称〉でフルパスで名称入力 
 ↓ 
 『ファイル出力開始』をクリック 

 
 
 
《出力ファイルのデフォルト名称》 
・空調機負荷値 

¥Tdc_w¥Energ¥Project¥空調機負荷.csv 
・外調機負荷値 

¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥外調機負荷.csv 
・二次ポンプ負荷値 

¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥二次ﾎﾟﾝﾌﾟ負荷.csv 
・熱源負荷値 

¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥熱源負荷.csv 
 
 ファイル名称は任意につけることができます。フォルダが無い場合は自動的に作成します。 

 

図 3  - 9 
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1-6-1. 空調機負荷 
［<<1.6 計算結果画面表示］で『（1）ゾ
ーン（空調機）負荷』を選択すると［（1）
空調機負荷値表示］（図 3-10）が表示さ
れます。 
 
 
 
《表示内容》 

熱源負荷顕熱（＋）/（－） 
熱源負荷潜熱（＋）/（－） 
熱源負荷全熱（＋）/（－） 

 
 
 
 
 
・コイル計算 ......コイル計算の顕熱と潜熱が室内顕熱と室内潜熱となります。 

コイル計算の顕熱＋潜熱と外気の顕熱＋潜熱を加算したのが空調機負荷。 
・外気冷房 ..........外気冷房の顕熱と潜熱が外気で処理できる負荷値。 

室内負荷から差し引いた値が空調機負荷。 
 
［室内＋外気］1...........コイル計算・外気冷房計算有りの負荷値 
［室内＋外気］2...........コイル計算・外気冷房計算無しの負荷値 
 
 
 
 

1-6-2. 外調機負荷 
［<<1.6 計算結果画面表示］で『（2）外
調機負荷』を選択すると［（2）外調機負
荷値表示］（図3-11）が表示されます。 
 
 
《表示内容》 

外気負荷顕熱（＋）/（－） 
外気負荷潜熱（＋）/（－） 
外気負荷全熱（＋）/（－） 
外気量（加湿量） 

 
 
 
 
 

図 3  - 10 

図 3  - 11 
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1-6-3. 二次ポンプ負荷 
［<<1.6 計算結果画面表示］で『（1）ゾ
ーン（空調機）負荷』を選択すると［（1）
空調機負荷値表示］（図 3-10）が表示さ
れます。 
 
 
《表示内容》 

搬送負荷顕熱（＋）/（－） 
搬送負荷潜熱（＋）/（－） 
搬送負荷全熱（＋）/（－） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1-6-4. 熱源負荷 
［<<1.6 計算結果画面表示］で『（4）熱
源負荷』を選択すると［（4）熱源負荷値
表示］（図 3-13）が表示されます。 
 
 
《表示内容》 

熱源負荷顕熱（＋）/（－） 
熱源負荷潜熱（＋）/（－） 
熱源負荷全熱（＋）/（－） 

 
 
 
 

 
 

図 3  - 12 

図 3  - 13 
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1-7. 印刷出力 
［<1．ゾーニング・熱負荷集計］で『1.7 印
刷結果印刷』を選択すると［1.7 計算結果
印刷］（図 3-14）が表示されます。 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設
定します 

・印刷有りでも、印刷項目の設定が無け
れば印刷無しとなります。 

・印刷項目内容に⇒マークが有るデー
タは設定範囲が表示されますので印
刷範囲を設定します。 

 
『印刷』をクリックすると印刷を開始します。 

 
 
 
《印刷範囲》の設定 
・出力するゾーンと出力する期間を設
定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《表紙印刷》の設定 
 ・会社名称を入力します。  
 ・サブタイトル名称を入力します。 
 ・日付の設定種類を入力します。 

 
 無しを選択するとその項目は印刷さ
れません。 

 
 

図 3  - 14 

図 3  - 15 

図 3  - 16 
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２．セントラル空調機搬送システム 
［設計案入出力メニュー］で『2．セントラル
空調機搬送システム』を選択すると［<2．セ
ントラル空調搬送機システム］が（図3-17）
が表示されます。 
 
 
 セントラル空調機の搬送システムと動力を  
計算します。 
 
 
 
 
 
 
2-1. 省エネルギー項目設定 
［<2．セントラル空調搬送機システム］で
『2.1 省エネルギー項目設定』を選択する
と［2.1 省エネルギー項目の採用］（図
3-18）が表示されます。 
 
 
《設定方法》 
・〈採用の有無〉を「有り」とする。 
・〈採用有りの設定値〉を入力する。 
 これにより“2.2 空調機搬送システム”
の全系統の設定内容がこの画面の設定
内容となります。 

 
“2.2 空調機搬送システム”の設定内容とこの画面の内容が異なる場合修正の有無の欄に修正有りと
表示されます。 
 この画面の設定値はマスターメンテナンスの設定値が初期設定されます。 
 
 
 

2-2. 空調機搬送システム 
 ゾーン単位で空調機システムを選択します。 
 空調機システム（1）空調機システム、（2）FCU システムのどちらかを選択します。 
 選択していないシステムの台数等の入力値は消去する必要はありません。 

・空調機システム選択 
〈1〉空調機システム 
〈2〉FCU システム 

 
 空調機システムと FCU システムは別画面になります。 
（空調機システムが選択されている状態でFCU システムを選択した場合、または、FCU システム
が選択されている状態で空調機システムを選択すると各システム設定画面に切り替わります） 

 

図 3  - 17 

図 3  - 18 
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2-2-1. 空調機システム 
〈空調機システム選択〉で“01：空調機
システム”を選択すると空調機搬送シス
テム設定の入力画面が表示されます（図
3-19）。 
 
《設定項目》 
・台数 ..............数値入力 
・送風量 ..........数値入力 
・静圧 ..............数値入力 
・送風制御.......選択 

〈1〉定風量 
〈2〉ダンパー制御 
〈3〉サクションベーン制御 
〈4〉可変ピッチ制御 
〈5〉インバータ制御 

・最小風量.......数値入力 
・動力 ..............数値入力 

（最初はデフォルト値が表示されます） 
 
送風制御について...... 

 定風量が設定されている場合は最小風量の設定値は無効です。 
 各空調機、送風機に対して、風量の異なる複数台の設定はできません。同一仕様の複数
台の設定となります。 

 
 
 

2-2-2. FCUシステム設定 
〈空調機システム選択〉で“02：FCU
システム”を選択すると FCU システム
設定の入力画面が表示されます（図
3-20）。 
 
《設定項目》 
・台数 ..............数値入力 
・動力 ..............数値入力 

 
 
 設定した台数の能力合計が表示され
るので、負荷を満足する台数を設定しま
す。 
 

図 3  - 19 

図 3  - 20 
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2-3. 外調機搬送システム 
［<2．セントラル空調搬送機システム］で
『2.3 外調機搬送システム』を選択すると
［2.3 外調機搬送システム］（図 3-21）が
表示されます。 
 
 
《設定項目》 

・台数 ..............数値入力 
・送風量 ..........数値入力 
・静圧 ..............数値入力 
・送風制御.......選択 〈1〉定風量 

〈2〉ダンパー制御 
〈3〉サクションベーン制御 
〈4〉可変ピッチ制御 
〈5〉インバータ制御 

・動力 ..............数値入力 
（最初はデフォルト値が表示されます） 

 
 
 
 

2-4. 搬送システム計算 
［<2．セントラル空調搬送機システム］で『2.4 搬送システム計算』を選択すると、設定条件で搬送
システム計算を行います。 
 
 計算内容は技術資料、「4.1 空調機・外調機エネルギー計算」を参照してください。 
 
 
 
 

2-5. 計算結果表示 
［<2．セントラル空調搬送機システム］で
『2.5 計算結果画面表示』を選択すると
［<<2.5 計算結果画面表示］（図 3-22）が
表示されます。 
 
 
 
 
 

図 3  - 21 

図 3  - 22 
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2-5-1. 空調機器仕様 
［<<2.5 計算結果画面表示］で『（1）空
調機器仕様』を選択すると［（1）空調機
器仕様］（図 3-23）が表示されます。 
 
 
 ゾーン毎に計算結果を表示します。 

・機器能力 kW 
（冷房／暖房） 

・送風量 m3/h 
・静圧 Pa 
・動力 kW 
（軸動力／定格） 

 
〈表示系統選択〉で表示するゾーンを選
択します。 
 
 
 
 
 

2-5-2. エネルギー消費量表示 
［<<2.5 計算結果画面表示］で『（2）
エネルギー消費量表示』を選択すると
［（2）エネルギー消費量表示］（図
3-24）が表示されます。 
 
 
〈表示系統選択〉で表示するゾーンを選
択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《電力の区分について》 
 全電力は全ての電力消費量の合計です。 
［ピーク］電力は全電力のうち 7月～9月の PM 1:00～4:00までの消費量。 
［夜間］電力は全電力のうち PM 22:00～AM8:00までの消費量。 

          
 

図 3  - 23 

図 3  - 24 
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2-6. 印刷出力 
［<2．セントラル空調機搬送システム］
で『2.6 計算結果印刷』を選択すると［2.6 
計算結果印刷］（図3-25）が表示されます。 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設定
します 

・印刷有りでも、印刷項目の設定が無け
れば印刷無しとなります。 

・印刷項目内容に“⇒”マークが有るデ
ータは設定範囲が表示されますので
印刷範囲を設定します。 

・『印刷』 をクリックで印刷開始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《印刷範囲の設定》 
・出力するゾーンにチェックをつけて設
定します。 

 
 
 
 
 

 
 
 

図 3  - 25 

図 3  - 26 
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３．二次ポンプシステム 
［設計案入出力メニュー］で『3．二次ポンプ
システム』を選択すると［<3. 二次ポンプシ
ステム］（図 3-27）が表示されます。 
 
 
 二次ポンプシステムの搬送ポシステムと動
力を計算します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-1. 省エネルギー項目設定 
［<3. 二次ポンプシステム］で『3.1 省エ
ネルギー項目設定』を選択すると［3.1 省
エネルギー項目の採用］（図 3-28）が表示
されます。 
 
 
 
 
 
 
 
《設定方法》 
・〈採用の有無〉を「有り」とする。 
・〈採用有りの設定値〉を入力する。 

 
 これにより“3.2 二次ポンプシステム”の全系統の設定内容がこの画面の設定内容となります。 
 
“3.2 二次ポンプシステム”の設定変更とこの画面の内容が異なる場合修正の有無の欄に修正有りと
表示されます。 
 この画面の設定値はマスターメンテナンスの設定値が初期設定されます。 
 
 

図 3  - 27 

図 3  - 28 
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3.2 二次ポンプシステム設定 
［<3. 二次ポンプシステム］で『3.2 二次
ポンプシステム設定』を選択すると［3.2 二
次ポンプ仕様設定］（図 3-29）が表示され
ます。 
 
 
《設定項目》 

・種別 ..............選択 
〈1〉冷温水 
〈2〉冷水_温水 

・流量制御タイプ選択 
〈1〉定流量........  

〈2〉絞り制御 
〈3〉インバータ制御 

・台数 数値入力 
・仕様ΔT（℃）数値入力 
・仕様揚程（m）数値入力 
・流量入力値......数値入力 
・動力/台入力値 .数値入力 

 
 
 
 

3-3. 二次ポンプシステム計算 
［<3. 二次ポンプシステム］で『3.3 二次ポンプシステム計算』を選択すると、設定条件で二次ポン
プシステム計算を行います。 
 
 計算内容は技術資料「4.2 二次ポンプエネルギー計算」を参照してください。 
 
 
 
 

3.4 計算結果表示 
［<3. 二次ポンプシステム］で『3.4 計算
結果画面表示』を選択すると［<<3.4 計算
結果画面表示］（図3-30）が表示されます。 
 
 
 
 

図 3  - 29 

図 3  - 30 
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3-4-1. 二次ポンプ機器仕様 
［<<3.4 計算結果画面表示］で『（1）二
次ポンプ機器仕様』を選択すると［（1）
二次ポンプ機器仕様］（図 3-31）が表示
されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-4-2. エネルギー消費量表示 
［<<3.4 計算結果表示］で『（1）消費エ
ネルギー量表示』を選択すると［（2）消
費エネルギー量表示］（図 3-32）が表示
されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《電力の区分について》 

  全電力は全ての電力消費量の合計。 
［ピーク］電力は全電力のうち 7月～9月の PM 1:00～4:00までの消費量。 
［夜間］電力は全電力のうち PM 22:00～AM8:00までの消費量。 

 
 
 

図 3  - 31 

図 3  - 32 
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3-5. 印刷出力 
［<3. 二次ポンプシステム］で『3.5 計算
結果印刷』を選択すると［3.5 計算結果印
刷］（図 3-33）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設定します。 
・印刷有りでも、印刷項目の設定が無ければ印刷無しとなります。 
・印刷項目内容に“⇒”マークが有るデータは設定範囲が表示されますので、印刷範囲を設定し
ます。 

・『印刷』をクリックして印刷を開始します。 
 
 
 
 
 
 
《印刷範囲の設定》 
・出力するゾーンを設定します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 3  - 33 

図 3  - 34 
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４．セントラル熱源システム 
［設計案入出力メニュー］で『4．セントラル
熱源システム』を選択すると［<4. セントラ
ル熱源システム］（図3-35）が表示されます。 
 
 
 セントラル熱源システムと動力を計算しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4-1. 省エネルギー項目設定 
［<4. セントラル熱源システム］で『4.1 省
エネルギー項目設定』を選択すると［4.1 省
エネルギー項目の採用］（図 3-36）が表示
されます。 
 
 
 ここでの入力はメモ入力であり、以降の
条件設定に影響を与えません。 
 
 
 
 

図 3  - 35 

図 3  - 36 
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4-2. 負荷表示・蓄熱システム有無設定 
［<4. セントラル熱源システム］でを選択
すると［4.2 負荷表示・蓄熱システム有無
設定］（図 3-37）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・熱源負荷の表示を行います。 
リストから表示月を選択します。 

・各月の最大負荷値を表示します。 
・蓄熱システムの有無、蓄熱が有る場合の蓄熱システムの種類を設定します。 
・全負荷相当時間は各月の負荷を設計負荷で除したものです。 
 
 一般システムから蓄熱システムへの変更を行った場合（またはその逆）は設定内容が異なります
ので設定済みデータを削除します。 
 
 
 
 
 

4-3. 蓄熱システム 
［<4. セントラル熱源システム］で『4.3 蓄
熱システム』を選択すると［<<4.3 蓄熱シ
ステム］（図 3-38）が表示されます。 
 
［4.2 負荷表示・蓄熱システム有無設定］
の《熱源システム範囲》で“〈2〉蓄熱シス
テムで負荷を処理”を選択した場合に入力
できます。 
 
 蓄熱システムの設定とエネルギー消費量
の計算を行います。 
 
 
 

図 3  - 37 

図 3  - 38 
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4-3-1. 蓄熱システム設定 
［<<4.3 蓄熱システム］で『（1）蓄熱シ
ステム設定』を選択すると［（1）蓄熱シ
ステム設定］（図3-39）が表示されます。 
 
《設定・表示項目》 
・槽利用温度差ΔT （℃）数値入力 
・氷蓄熱製氷率 .................数値入力 
・蓄熱水槽利用効率（%）数値入力 
・夜間移行率（%） ..........数値入力 
・ピークカット開始時刻 ..時刻選択 
・ピークカット終了時刻 ..時刻選択 
・蓄熱槽容量（m3） ........数値入力 
・蓄熱用熱源容量（kW） 計算結果表示 
・補助熱源容量（kW）....計算結果を表示 
・熱源/ピーク負荷=比率...計算結果を表示 

 
 
 
 水蓄熱システムの場合、氷蓄熱製氷率
の入力はありません。 
 
昼間負荷 

＝Σ（8時から 22時までの負荷） 
夜間負荷 

＝Σ（22時から8時までの負荷） 
夜間移行率＝蓄熱量／昼間負荷 
蓄熱量＝昼間負荷×夜間移行率 
 
 
 
槽容量 m3＝昼間負荷×夜間移行率／蓄熱効率／（ΔT＋ρ×溶融潜熱×氷蓄熱製氷率） 
蓄熱用熱源容量＝（昼間負荷×夜間移行率＋夜間負荷）／夜間運転時間 
蓄熱槽から汲上げ放熱能力 

＝（蓄熱量－ピークカット時間帯の負荷（／）昼間運転時間－ピークカット時間） 
熱源容量＝ピーク負荷 Max（ピークカット時間を除く）－蓄熱槽から汲み上げる放熱能力 
補助熱源＝熱源容量－蓄熱用熱源容量 
ピーク比率＝熱源容量／ピーク負荷 Max 
 
 
 入力値と熱源負荷から以下の値を計算して表示します。 

全日負荷（kWh）................Σ（0時から 24時までの負荷） 
蓄熱容量（kWh）................昼間負荷×夜間移行率 
放熱能力（kW） ..................蓄熱槽から汲み上げる放熱能力 
放熱能力 max（kW） ..........放熱能力（kW）＋蓄熱用熱源容量 

 

図 3  - 39 

図 3  - 40 
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4-3-2. 熱源システム設定 
［<<4.3 蓄熱システム］で『（2）熱源シ
ステム設定』を選択すると［（2）熱源シ
ステム設定］（図3-41）が表示されます。 
 
 
 蓄熱システムで使用する熱源システ
ムを最大 5種類設定します。 
 必ず〈33〉又は〈34〉の蓄熱システム
が必要です。 
 
 蓄熱システムで検討した熱源容量を
参考にして熱源容量を決定します。 
 
 熱源の COP は最初にマスターデータの値が設定されますが、変更も可能です。 
 
 冷温熱源の場合，冷熱源で設定を行えば、自動的に温熱源にも設定されます。 
 熱源の合計台数は 10台以下とします。 
 
 
 氷蓄熱の場合の熱源システムは本来
は 1種類の機器ですが、普通モードと氷
蓄熱モードの2つに分けて2種類の熱源
を設定します。 
 熱源稼動設定においては、この 2つの
機器が同時に稼動しないよう設定して
ください。 
 
 
 
 
 
 
 負荷容量頻度分布は各時刻の負荷値
を頻度別に表示したものです。 
 以下の項目を参考表示します。 

・1月～12月最大負荷（kW） 
・年間運転時間（h/年） 
・50%累積熱源容量（kW） 
［参考：冷暖ピーク負荷（kW）］ 

 
50%累積熱源容量とは 

......負荷時間 50％をカバーする熱源
容量を示します。 
熱源容量の決定等の参考にでき
ます。 

図 3  - 41 

図 3  - 42 

図 3  - 43 
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4-3-3. 熱源稼動設定 
［<<4.3 蓄熱システム］で『（3）熱源稼
動設定』を選択すると［（3）熱源稼動設
定］（図 3-44）が表示されます。 
 
熱源の稼動条件を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
《稼動条件》 
・取出し温度 ････････････････  温度を選択 
・放熱運転時稼動順位･･････････  順位選択 
・放熱運転時ピークカット･･････  有無選択 
・放熱運転時間スタート････････  時間選択 
・放熱運転時間エンド･･････････  時間選択 
・蓄熱稼動順位 ･･････････････  順位選択 

 
 
  蓄熱時の熱源稼動順位についての考え方は、その時刻を基準にして、午前 8 時までに蓄熱完了
に必要な熱源容量を求め、その熱源容量を満たす分だけの熱源機器の稼動順位設定順に稼動しま
す。 
 
 
 
 
 氷蓄熱の場合、一般モードと氷蓄熱モ
ードの2つに分けて2種類の熱源を設定
してありますので、熱源稼動設定におい
ては、この 2つの機器が同時に稼動しな
いよう設定してください。 
 
 

図 3  - 44 

図 3  - 45 
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4-3-4. 熱源機器仕様 
［<<4.3 蓄熱システム］で『（4）熱源機
器仕様』を選択すると［（4）熱源機器仕
様］（図 3-46）が表示されます。 
 
 
 
 熱源システムを構成する機器の仕様
を設定します。 
 ポンプ類のみ揚程の変更が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

4-3-5. 熱源機器エネルギー消費量計算 
 
 稼動条件に従ってエネルギー消費量を計算します。 
 ［<<4.3 蓄熱システム］で『（5）熱源機器エネルギー消費量計算』を選択すると計算を実行し
ます。 
 計算内容は技術資料「4.5熱源エネルギー計算」を参照してください。 
 
 
 
 
 

4-4. 一般システム 
［<4. セントラル熱源システム］で『4.4 一
般システム』を選択すると［<<4.4 一般シ
ステム］（図 3-47）が表示されます。 
 
 
 
［4.2 負荷表示・蓄熱システム有無設定］
の《熱源システム範囲》で“〈1〉一般シス
テムで負荷を処理”を選択した場合に入力
できます。 
 
 蓄熱システムの設定とエネルギー消費量
の計算を行います。 
 

図 3  - 46 

図 3  - 47 
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4-4-1. 熱源システム設定 
［<<4.4 一般システム］で『（1）熱源シ
ステム設定』を選択すると［（1）熱源シ
ステム設定］（図3-48）が表示されます。 
 
 
 
 熱源の COP は最初にマスターデータ
の値が設定されますが、変更も可能で
す。 
 
 冷温熱源の場合、冷熱源の設定があれ
ば、自動的に温熱源にも設定されます。 
 
 
 
 
 

4-4-2. 熱源稼動設定 
［<<4.4 一般システム］で『（2）熱源稼
動設定』を選択すると［（2）熱源稼動設
定］（図 3-49）が表示されます。 
 
 
 熱源の稼動条件を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
《稼動条件》 

・取出し温度 ････････････････  温度を選択 
・放熱運転時稼動順位 ･････････  順位選択 
・放熱運転時間スタート ･･･････  時間選択 
・放熱運転時間エンド ･････････  時間選択 

 
 
 
 

図 3  - 48 

図 3  - 49 
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4-4-3. 熱源機器仕様 
［<<4.4 一般システム］で『（3）熱源機
器仕様』を選択すると［（3）熱源機器仕
様］（図 3-50）が表示されます。 
 
 
 熱源システムを構成する機器の仕様
を設定します。 
 ポンプ類のみ揚程の変更が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4-4-4. 熱源機器エネルギー消費量計算 
 稼動条件に従ってエネルギー消費量を計算します。 
 ［<<4.4 一般システム］で『（4）熱源機器エネルギー消費量計算』を選択すると計算を実行し
ます。 
 計算内容は技術資料「4.5熱源エネルギー計算」を参照してください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 3  - 50 
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4-5. 計算結果表示 
［<4. セントラル熱源システム］で『4.5 計
算結果表示』を選択すると［<<4.5 計算結
果表示］（図 3-51）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4-5-1. 熱源機器仕様 
［<<4.5 計算結果表示］で『（1）熱源機
器仕様』を選択すると［（1）熱源機器仕
様］（図 3-52）が表示されます。 
 
 熱源システム構成機器の仕様を表示
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3  - 51 

図 3  - 52 
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4-5-2. 熱源稼動表示 
［<<4.5 計算結果表示］で『（2）熱源稼動表示』を選択すると［（2）熱源稼動表示］（図 3-53 ま
たは 54）が表示されます。 
 ［4.2 負荷表示・蓄熱システム有無設定］の《熱源システム範囲》で選択したシステムによって
表示される画面が異なります。 
 
 
a）一般システムの場合 
［4.2 負荷表示・蓄熱システム有無設
定］の《熱源システム範囲》で“〈1〉
一般システムで負荷を処理”を選択し
た場合に表示されます。 
 
 上段に熱源の稼動状況を表示しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

b）蓄熱システムの場合 
［4.2 負荷表示・蓄熱システム有無設
定］の《熱源システム範囲》で“〈2〉
蓄熱システムで負荷を処理”を選択し
た場合に表示されます。 
 
 上段に放熱熱源の稼動状況を、下段
に蓄熱熱源の稼動状況を表示します。 
折れ線グラフは蓄熱量を表示してい
ます。 
 
 
 

図 3  - 53 

図 3  - 54 
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c）熱源稼動数値表示 
［4.5.2 熱源稼動表示］で『稼動熱源
数値表示』をクリックすると［4.5.2-2 
熱源稼動数値表示］が表示されます。 
 
 熱源の稼動状況を数値で表示しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

4-5-3. エネルギー消費量表示 
［<<4.5 計算結果表示］で『（3）熱源消
費エネルギー表示』を選択すると［（3）
熱源消費エネルギー表示］（図 3-56）が
表示されます。 
 
 
《エネルギー区分内容》 
・［夜間蓄熱］は夜間蓄熱の消費電力 
・［空調ガス 1］は年間稼動熱源 
・［空調ガス 2］は夏期稼動熱源 
・［空調ガス 3］は小型熱源 
・［ピーク］電力は全電力のうち 7 月
～9月の Pm1:00～4:00 までの消費
量 

・［夜間］電力は全電力のうちPm22:00
～AM8:00までの消費量 

 
 
《空調ガス区分内容》 
・年間稼動熱源 ･･･････冷温水発生機等 
・夏期稼動熱源 ･･･････蒸気吸収冷凍機ボイラー等 
・小型熱源 ･･･････････GHP、小型冷温水発生機等 

   
区分は機器別にマスターデータで設定されています。  

 

図 3  - 55 

図 3  - 56 



- 43 - 

4-6. 印刷出力 
［<4. セントラル熱源システム］で『4.6 計
算結果印刷』を選択すると［4.6 計算結果
印刷］（図 3-57）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設定します 
・印刷有りでも、印刷項目の設定が無ければ印刷無しとなります。 
・印刷項目内容に⇒マークが有るデータは設定範囲が表示されますので印刷範囲を設定します。 

 
 
『印刷』をクリックすると印刷を開始します 
 
 
 
 
 
《印刷範囲の設定》 

・出力する期間を設定します。 
 
 
 
 
 

図 3  - 58 

図 3  - 57 
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５．個別空調機システム 
［設計案入出力メニュー］で『５．個別空調
機システム』を選択すると［<5. 個別空調機
システム］（図 3-59）が表示されます。 
 
 
［1.4 系統設定入力で個別空調システムを選
択した場合に入力が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5-1. 省エネルギー項目設定 
［<5. 個別空調機システム］で『5.1省エネ
ルギー項目設定』を選択すると［5.1 個別
空調機システム］（図 3-60）が表示されま
す。 
 
 ここでの入力はメモ入力であり、以降の
条件設定に影響を与えません。 
 
 
 

図 3  - 59 

図 3  - 60 
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5-2. 個別空調システム設定 
［<5. 個別空調機システム］で『5.2 個別
空調システム設定』を選択すると［5.2 個
別空調システム設定］（図 3-61）が表示さ
れます。 
 
 個別空調システムの設定をします。 
 
 
 
 
 
《個別空調システム設定項目》 

・空調システム種別 ･････  選択 
〈1〉空気熱源ヒートポンプ 
〈2〉マルチパッケージ EHP 
〈3〉マルチパッケージ GHP 

・屋外機の位置 ････････  選択 
〈1〉上 
〈2〉下 

・屋外機高低差 ････････  数値入力 
・相当長片道（m） ･････  数値入力 

 
 
 
 
《能力補正＝ Ka×Kb》 

Ka ････････室外機の位置と冷媒管の長さの補正 
Kb ････････室内設計温度条件による補正 
 
 補正内容については技術資料を参照してください。 

 

図 3  - 61 
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5-3. 個別空調機器仕様設定 
［<5. 個別空調機システム］で『5.3個別空
調機器仕様設定』を選択すると［5.3 個別
空調機器仕様設定］（図 3-62）が表示され
ます。 
 
 個別空調機器の仕様を設定します。 
 
 
 
《設定項目の入力方法》 
・室内ユニット型番 ･･････ 選択 
・室内ユニットタイプ ･････ 選択 
・室内ユニット送風機 ･････ 数値入力 
・室外ユニット型番 ･･････ 選択 
・室内ユニット圧縮機 ･････ 数値入力 
・室内ユニットガス ･･････ 数値入力 

 
 
 
《機器能力について》 
 上段は冷房能力を、下段は暖房能力を表示しています。単位は kW です。 
 表示形式は“全熱負荷 / 機器能力合計 / 機器体能力”となります。 

 
 
 
 

5-4. 機器エネルギー消費量計算 
 個別空調機器のエネルギー消費量を計算します。 
 
［<5. 個別空調機システム］で『5.4機器エネルギー消費量計算』を選択すると計算が行われます。 
 
 計算内容は技術資料「4.5.6個別熱源普通タイプエネルギー計算」および「4.5.7個別熱源氷蓄熱タ
イプエネルギー計算」を参照してください。 
 
 
 

図 3  - 62 



- 47 - 

5-5. 計算結果表示 
［<5. 個別空調機システム］で『5.3計算結
果表示』を選択すると［<<5.3 計算結果表
示］（図 3-63）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5-5-1. 個別空調機器仕様 
［<<5.3 計算結果表示］で『（1）個別空
調機仕様』を選択すると［（1）個別空調
機仕様］（図 3-64）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5-5-2. エネルギー消費量表示 
［<<5.3 計算結果表示］で『（1）個別空
調機仕様』を選択すると［（1）個別空調
機仕様］（図 3-65）が表示されます。 
 
 
 
・ゾーンは 1ゾーン当たりの数値 
・ゾーン集計はゾーン系統数を含めた
数値 

・［ピーク］電力は全電力のうち7月～9
月の PM1:00～4:00までの消費量 

・［夜間］電力は全電力のうち PM22:00
～AM8:00までの消費量 

 

図 3  - 63 

図 3  - 64 

図 3  - 65 
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5-6. 印刷出力 
［<5. 個別空調機システム］で『5.6計算結
果印刷』を選択すると［5.6計算結果印刷］
（図 3-66）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設定します。 
・印刷有りでも、印刷項目の設定が無ければ印刷は行いません。 
・印刷項目内容に⇒マークが有るデータは、設定範囲が表示されますので印刷範囲を設定します。 
 
『印刷』をクリックすると印刷を開始します。 
 

 
 
 
印刷範囲の設定 
・出力するゾーンを設定します。 
 
 
 
 

図 3  - 66 

図 3  - 67 
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６．換気システム 
［設計案入出力メニュー］で『６．換気シス
テム』を選択すると［<6. 換気システム］（図
3-68）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6-1. 省エネルギー項目設定 
［<6. 換気システム］で『6.1省エネルギー
項目設定』を選択すると［6.1 省エネルギ
ー項目の採用］（図3-69）が表示されます。 
 
 
 ここでの入力はメモ入力であり、以降の
条件設定に影響を与えません。 
 
 

図 3  - 68 

図 3  - 69 
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6-2. 運転時間データベース設定 
［<6. 換気システム］で『6.2運転時間デー
タベース設定』を選択すると［6.2 運転時
間データベース設定（換気機器系）］（図
3-70）が表示されます。 
 
 
 
《設定内容》 

・室用途名称 ...............  名称入力 
・月別運転日数 ...........  数値入力 
・運転開始時刻 ...........  数値入力 
・運転停止時刻 ...........  数値入力 

 
 
“運転時間データベースについて” 

・ここで入力したﾃﾞｰﾀは換気機器系の計算に利用します。 
・機器の運転時間＝月運転日数×日運転時間となります。 

 
 
 

6-3. 換気システム・エネルギー計算 
［<6. 換気システム］で『6.3換気システム
設定・計算』を選択すると［6.3 換気シス
テム設定］（図 3-71）が表示されます。 
 
 
計算内容は技術資料 
「4.4 換気機器エネルギー計算」を参照し
てください。 
 
 
《設定内容》 

・系統名称 ...................  名称入力 
・台数 ..........................  数値入力 
・送風量（m3/h） ........  数値入力 
・静圧（Pa） ................  数値入力 
・設定動力（kW） .......  数値入力 
・省エネルギー手法 ....  選択 
・室用途 .......................  選択 

 
 
“省エネルギー手法と補正係数 k について” 

〈1〉なし k＝1 〈4〉ポールチェンジ制御 k＝0.4 
〈2〉温度制御 k＝0.3 〈5〉台数制御 k＝0.7 
〈3〉インバータ制御 k＝0.2 〈6〉ON－OFF制御 k＝0.7 

 

図 3  - 70 

図 3  - 71 
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6-4. 計算結果表示 
［<6. 換気システム］で『6.4計算結果表示』
を選択すると［<<6.4 計算結果表示］（図
3-72）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6-4-1. 換気機器仕様 
［<<6.4 計算結果表示］で『（1）換気機
器仕様』を選択すると［（1）換気機器仕
様］（図 3-73）が表示されます。 
 
 
換気システム構成機器の仕様を表示し
ます。 
 
 
 

 
 
 
 

図 3  - 72 

図 3  - 73 
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6-4-2. エネルギー消費量表示 
［<<6.4 計算結果表示］で『（2）エネル
ギー消費量表示』を選択すると［（2）エ
ネルギー消費量表示］（図 3-74）が表示
されます。 
 
換気システムのエネルギー消費量を表
示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
“電力の区分について” 
・全電力は全ての電力消費量の合計です。 
・［ピーク］電力は全電力のうち 7月～9月のPM1:00～4:00までの消費量を表示しています。 
・［夜間］電力は全電力のうち PM22:00～AM8:00までの消費量を表示しています。 

 
 
 
 
 

6-5. 印刷出力 
［<6. 換気システム］で『6.5計算結果印刷』
を選択すると［6.5 計算結果印刷］（図
3-75）が表示されます。 
 
 
 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設
定します。 

・印刷有りでも、印刷項目の設定が無け
れば印刷無しとなります。 

 
『印刷』をクリックすると印刷を開始します。 
 

 

図 3  - 74 

図 3  - 75 
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７．エネルギー消費量直接入力 
［設計案入出力メニュー］で『５．個別空調
機システム』を選択すると［<5. 個別空調機
システム］（図 3-76）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7-1. エネルギー消費量直接入力 
［<7. エネルギー消費量直接入力］で『7.1
エネルギー消費量直接入力』を選択すると
［7.1 エネルギー消費量直接入力］（図
3-77）が表示されます。 
 
 
エネルギー消費量と容量を直接入力しま
す。 
 
“８．総合評価”で集計されます。 
 
 
 
 
 
 
 

7-2. 印刷出力 
［<7. エネルギー消費量直接入力］で『7.2
計算結果印刷』を選択すると［7.2 計算結
果印刷］（図 3-78）が表示されます。 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設
定した後、印刷を開始します 

・印刷有りでも、印刷項目のデータが無
ければ印刷無しとなります。 

   

図 3  - 76 

図 3  - 77 

図 3  - 78 
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８．総合評価 
［設計案入出力メニュー］で『８．総合評価』
を選択すると［<8. 総合評価］（図3-79）が表
示されます。 
 
 
項目選択で“チェック”マークがついた項目
のエネルギーを集計して評価をおこないま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
8-1. エネルギー単価 
［<8. 総合評価］で『8.1エネルギー単価』
を選択すると［8.1 エネルギー単価］（図
3-80）が表示されます。 
 
エネルギー単価を入力します。 
 
 
《設定項目》 
・ゾーン選択 .............リストから選択 

その地域の料金単価が設定されま
す。 
料金の変更入力ができます。 

・電力料金の選択......リストから選択 
・力率の入力 .............数値入力 
・需要率の入力..........数値入力 
・ガス料金の選択......リストから選択 

 
 
〈熱源機器ガス料金について〉 

熱源機器のガス消費量は機器の種類別（空調ガス1、ガス2、ガス3）に集計されています。 
［空調ガス 1］は年間稼動熱源..........冷温水発生機等 
［空調ガス 2］は夏期稼動熱源..........蒸気吸収冷凍機用ボイラー等 
［空調ガス 3］は小型熱源 ..............GHP、小型冷温水発生機等 

   
〈料金の設定について〉 

種類別（空調ガス1、空調ガス2、空調ガス3）に料金（A契約、夏期契約、小型、一般）を選
定します。 
消費量による分類（1種、2種、3種）は自動設定します。 

 

図 3  - 79 

図 3  - 80 
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8-2. エネルギー集計計算 
 
 1～7までのエネルギー集計計算を行います。 
［<8. 総合評価］で『8.2エネルギー集計計算』を選択すると計算を実行します。 
 
 
 
 
 

8-3. 省エネ項目のまとめ 
［<8. 総合評価］で『8.3省エネ項目のまと
め』を選択すると［8.3 省エネ項目のまと
め］（図 3-81）が表示されます。 
 
 
〈1〉負荷計算省エネ項目   
〈2〉空調機器省エネ項目   
〈3〉二次ポンプ省エネ項目 
〈4〉セントラル熱源省エネ項目  
〈5〉個別空調機省エネ項目 
〈6〉換気機器省エネ項目   
 
 以上の項目で設定有りの項目内容を一覧
表にします。 
 
 
 
 
 

8-4. 計算結果表示 
［<8. 総合評価］で『8.4計算結果表示』を
選択すると［8.4計算結果表示］（図3-82）
が表示されます。 
 
 
 
 
 

図 3  - 81 

図 3  - 82 
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8-4-1. エネルギー消費量 
［<<8.4 計算結果表示］で『（1）エネル
ギー消費量』を選択すると［（1）エネル
ギー消費量］（図3-83）が表示されます。 
 
 
 項目別用途別にエネルギー消費量を   
集計表示します。 
 グラフ表示、ファイル出力を行いま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
《ファイル出力の手順》 

 
 『ファイル出力』をクリック 
 ↓ 
［ドライブリスト］でドライブを選択 
 ↓ 
［フォルダリスト］でフォルダを選択 
 ↓ 
［ファイルリスト］でファイルを参照 
 ↓ 
 ［ファイル名称］でフルパスで 
           名称入力 
 ↓ 
 『ファイル出力開始』をクリック 

 
 
 
出力ファイルのデフォルト名称 .....“ ¥Tdc_w¥Energ¥Project¥消費量.csv ” 
 
※出力データフォーマットは基本的に画面構成と同じになります。 
エクセル等のデータ処理パッケージソフトで確認してください。 

 
 
《グラフ表示について》 

『グラフ表示』をクリックするとグラフを表示します。 
グラフ表示のデータは、項目設定有りの全設備の集計データです。 

 

図 3  - 83 

図 3  - 84 
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8-4-2. CO2発生量 
［<<8.4計算結果表示］で『（2）CO2発
生量』を選択すると［（2）CO2発生量］
（図 3-85）が表示されます。 
 
 エネルギー消費量に CO2 発生量原単
位を掛けて CO2 発生量を計算し、表示
します。 
 グラフ表示、ファイル出力を行いま
す。 
 
 
《ファイル出力の手順》 

出力手順は P.56 の説明を参照して
ください。 
 
出力ファイルのデフォルト名称 .....“¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥ CO2.csv ” 
 
※出力データフォーマットは基本的に画面構成と同じになります。 
エクセル等のデータ処理パッケージソフトで確認してください。 

 
 
 
 

8-4-3. 一次エネルギー換算値 
［<<8.4 計算結果表示］で『（3）一次エ
ネルギー換算値』を選択すると［（3）一
次エネルギー換算値］（図 3-86）が表示
されます。 
 
 エネルギー消費量にエネルギー換算
値原単位を掛けてCO2発生量を計算し、
表示します。  
 グラフ表示、ファイル出力を行いま
す。 
 
 
《ファイル出力の手順》 
  ファイル出力手順は P.56 の説明を
参照してください。 
 

出力ファイルのデフォルト名称 .....“ ¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥一次ｴﾈﾙｷﾞｰ.csv ” 
 
※出力データフォーマットは基本的に画面構成と同じになります。 
エクセル等のデータ処理パッケージソフトで確認してください。 

 

図 3  - 85 

図 3  - 86 
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8-4-4. エネルギーコスト 
［<<8.4 計算結果表示］で『（4）エネル
ギーコスト』を選択すると［（4）エネル
ギーコスト］（図3-87）が表示されます。 
 
 エネルギー消費量にエネルギー単価
を掛けてエネルギーコストを計算し表
示します。 
 
 料金計算明細表示ボタンを押すと、各
料金の明細を表示します。 
 
 ただし「8.2 エネルギー集計計算」が
終了していないと表示できません。 
 
 
 
 
 
《ファイルの出力手順》 

ファイル出力手順は P.56の説明を参照してください。 
 
・出力ファイルのデフォルト名称 

エネルギーコスト ....................“ ¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥ｺｽﾄ.csv ” 
エネルギーコスト明細.............“ ¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥Charge.csv ” 

 
※出力データフォーマットは基本的に画面構成と同じになります。 
エクセル等のデータ処理パッケージソフトで確認してください。 

 
 
 

図 3  - 87 
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8-4-5. SOX 発生量 
［<<8.4計算結果表示］で『（5）SOX発
生量』を選択すると［（5）SOX発生量］
（図 3-88）が表示されます。 
 
 エネルギー消費量に SOX 発生量原単
位を掛けて SOX 発生量を計算し表示し
ます。 
 
 
 
 
 
《ファイルの出力手順》 

ファイル出力手順は P.56 の説明を
参照してください。 
 
出力ファイルのデフォルト名称 .....“ ¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥ SOX.csv ” 
 
※出力データフォーマットは基本的に画面構成と同じになります。 
エクセル等のデータ処理パッケージソフトで確認してください。 

 
 
 
8-4-6. NOX 発生量 
［<<8.4計算結果表示］で『（6）NOX発
生量』を選択すると［（6）NOX発生量］
（図 3-89）が表示されます。 
 
 エネルギー消費量にNOX 発生量原単
位を掛けて NOX 発生量を計算し表示し
ます。 
 
 
 
 
《ファイルの出力手順》 

ファイル出力手順は P.56 の説明を
参照してください。 
 
出力ファイルのデフォルト名称 .....“ ¥Tdc_w¥ Energ ¥Project¥ NOX.csv ” 
 
※出力データフォーマットは基本的に画面構成と同じになります。 
エクセル等のデータ処理パッケージソフトで確認してください。 

 
 

図 3  - 88 

図 3  - 89 
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8-5. 印刷出力 
［<8. 総合評価］で『8.5計算結果印刷』を
選択すると［8.5計算結果印刷］（図3-90）
が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設定します。 
・印刷有りでも、印刷項目のデータが無ければ印刷無しとなります。 
・印刷項目内容に⇒マークが有る項目は設定範囲が表示されますので印刷範囲を設定します。 
 
『印刷』をクリックすると印刷を開始します。 

 
 
 
 
《印刷範囲の設定》 
・出力する項目を設定します。 

 
 

図 3  - 90 

図 3  - 91 
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９．案別比較 
［設計案入出力メニュー］で『９．案別比較』
を選択すると［<9. 案別比較］（図3-92）が表
示されます。 
 
 入力した設計案の計算結果の比較を行いま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9-1. 計算結果表示 
［<9. 案別比較］で『9.1計算結果表示』を
選択すると［9.1計算結果表示］（図3-93）
が表示されます。 
 
 基準案を表から設定します。 
 基準案を100として案別に次の項目を比
較します。 
 
《比較項目》 
・CO2発生量 （ton-CO2） 
・1次エネルギー （GJ） 
・エネルギーコスト （千円） 
・電力消費量 （kWh） 
・ガス消費量 （m3） 
・オイル消費量 （l） 
・用水消費量 （m3） 
・電力容量 （kW） 
・ガス容量 （m3/h） 
・オイル容量 （l/H） 
・用水容量 （m3/h） 
・SOX 発生量 （kg-SOX） 
・NOX 発生量 （kg-NOX） 

 
 
 

図 3  - 92 

図 3  - 93 
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（1）相対比較グラフ 
［9.1 計算結果表示］で『相対比較グラ
フ』を選択すると［相対比較グラフ表示］
（図 3-88）が表示されます。 
 
 基準となる案の数値を100として、他
の案と比較を行います。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）絶対比較グラフ 
［9.1 計算結果表示］で『絶対比較グラ
フ』を選択すると［絶対比較グラフ表示］
（図 3-88）が表示されます。 
 
《比較項目》 
・CO2発生量 （ton-CO2） 
・1次エネルギー （GJ） 
・エネルギーコスト （千円） 
・電力消費量 （kWh） 
・ガス消費量 （m3） 
・オイル消費量 （l） 
・用水消費量 （m3） 
・電力容量 （kW） 
・ガス容量 （m3/h） 
・オイル容量 （l/H） 
・用水容量 （m3/h） 
・SOX 発生量 （kg-SOX） 
・NOX 発生量 （kg-NOX） 
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（3）ファイル出力 
［9.1 計算結果表示］で『絶対比較グラ
フ』を選択すると［絶対比較グラフ表示］
（図 3-94）が表示されます。 
 
《ファイル出力の手順》 
 『ファイル出力』をクリック 
 ↓ 
［ドライブリスト］でドライブを選択 
 ↓ 
［フォルダリスト］でフォルダを選択 
 ↓ 
［ファイルリスト］でファイルを参照 
 ↓ 
 ［ファイル名称］でフルパスで 
             名称入力 
 ↓ 
 『ファイル出力開始』をクリック 
 

 
9-2. 印刷出力 
［<9. 案別比較］で『9.2計算結果印刷』を
選択すると［9.2計算結果印刷］（図3-95）
が表示されます。 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設
定します。 

・印刷有りでも、印刷項目のデータが無
ければ印刷無しとなります。 

・印刷項目内容に⇒マークが有る項目
は設定範囲が表示されますので、印刷
範囲を設定します。 

 
『印刷』をクリックすると印刷を開始します。 

 
 
《印刷範囲の設定》 
・出力する項目を定します。 

 
 
 
 

図 3  - 94 

図 3  - 95 

図 3  - 96 
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第４章 マスターデータメンテナンス 
「起動メニュー」で『B．マスターデータメン
テナンス』を選択すると［B．マスターデータ
メンテナンス］（図 4-1）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈選択項目メニュー〉 
１．気象データ 
２．建物用途別運転日数（熱源機器系） 
３．省エネ項目と設定値 
４．熱源システム 
５．熱源システム構成機器 
６．熱源システム構成機器組合せ 
７．熱源システム構成機器 COP 
８．機器緒元名称 
９．熱源機器仕様 
 10．個別空調機種別名称、Becs_No ｾｯﾄ 
 11．個別空調機室外ユニット 
 12．個別空調機室内ユニット 
 13．エネルギー単価単価 
 14．各種エネルギー係数 
 15．建物用途別運転日数（換気機器系） 
 16．工事種類・建築構造名称 
 17．印刷 
 
 
   省エネ計算で使用する基礎データ（マスターデータ）を作成します。 
   作成したデータはテキストファイルとして保存されます。ファイル名および保存フォルダについて

は「第１章 プログラム全体概要 2-2. マスターデータ」（P.4）を参照してください。 
 

 
 

図 4  - 1 
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１．気象データ 
「B．マスターデータメンテナンス」で『１．
気象データ』を選択すると［１．気象データ］
（図 4-2）が表示されます。 
 
《マイクロピークで使用する気象データ》 

ピーク冷房［TAC 5%］ 
ピーク冷房［TAC 10%］ 
ピーク冷房［TAC 20%］ 
ピーク暖房［TAC 5%］ 
ピーク暖房［TAC 10%］ 
ピーク暖房［TAC 20%］ 
年間データ 1月 
年間データ 2月 
 | 
年間データ 11月 
年間データ 12月 

  を表示します。 
 
 
 
 
 

２．建物用途別運転日数（熱源機器系） 
「B．マスターデータメンテナンス」で『２．
建物用途別運転日数（熱源機器系）』を選択す
ると［２．建物用途別運転日数（熱源機器系）］
（図 4-3）が表示されます。 
 
 セントラル熱源用の運転日数を設定しま
す。 
 
 
 
 
《運転時間設定》 

・室用途名称 ･････････名称入力 
・月別運転日数 ･･･････数値入力 

 
 
 
 

図 4  - 2 

図 4  - 3 
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３．省エネ項目と設定値 
「B．マスターデータメンテナンス」で『３．
省エネ項目と設定値』を選択すると［３．省
エネルギー項目の採用］（図4-4）が表示され
ます。 
 
 メニューから入力する項目を選択します。 
 
 
 
 
 
 
3-1. 負荷計算省エネ項目 
「３．省エネルギー項目の採用」で『〈1〉
負荷計算書省エネ項目』を選択すると［1. 
負荷計算書省エネ項目］（図4-5）が表示さ
れます。 
 
 省エネ項目は固定項目なので変更できま
せん。 
 変更できるのは 

（1）採用の有無の選択 
（2）数値入力部分 

 のみです。 
 
 ここでの設定条件がデータ入力時のデフ
ォルト条件値となります。 
 
 
 

3-2. 空調機器省エネ項目 
「３．省エネルギー項目の採用」で『〈2〉
空調機器省エネ項目』を選択すると［2. 空
調機器省エネ項目］（図4-6）が表示されま
す。 
 
 省エネ項目は固定項目なので変更できま
せん。 
 変更できるのは 

（1）採用の有無の選択 
（2）数値入力部分 

 のみです。 
 
ここでの設定条件がデータ入力時のデフォ
ルト条件値となります。 
 

図 4  - 4 

図 4  - 5 

図 4  - 6 
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3-3. 二次ポンプ省エネ項目 
「３．省エネルギー項目の採用」で『〈3〉
二次ポンプ省エネ項目』を選択すると［3. 
二次ポンプ省エネ項目］（図4-7）が表示さ
れます。 
 
 省エネ項目は固定項目なので変更できま
せん。 
 変更できるのは 

（1）採用の有無の選択 
（2）数値入力部分 

 のみです。 
 
 ここでの設定条件がデータ入力時のデフ
ォルト条件値となります。 
 
 
 

3-4. セントラル熱源省エネ項目 
「３．省エネルギー項目の採用」で『〈4〉
セントラル熱源省エネ項目』を選択すると
［4. セントラル熱源省エネ項目］（図4-8）
が表示されます。 
 
 採用の有無の選択、省エネ項目は自由に
入力、選択できます。 
 
 
 ここでの設定条件がデータ入力時のデフ
ォルト条件値となります。 
 
 
 

3-5. 個別空調機省エネ項目 
「３．省エネルギー項目の採用」で『〈5〉
個別空調機省エネ項目』を選択すると［5. 
個別空調機省エネ項目］（図4-9）が表示さ
れます。 
 
 採用の有無の選択、省エネ項目は自由に
入力、選択できます。 
 
 
 ここでの設定条件がデータ入力時のデフ
ォルト条件値となります。 
 

図 4  - 7 

図 4  - 8 

図 4  - 9 



- 68 - 

3-6. 換気機器省エネ項目 
「３．省エネルギー項目の採用」で『〈6〉
換気機器省エネ項目』を選択すると［6. 換
気機器省エネ項目］（図 4-10）が表示され
ます。 
 
 採用の有無の選択、省エネ項目は自由に
入力、選択できます。 
 
 
 ここでの設定条件がデータ入力時のデフ
ォルト条件値となります。 
 
 
 
 
 
 

４．熱源システム 
「B．マスターデータメンテナンス」で『４．
熱源システム』を選択すると［４．熱源シス
テム］（図 4-11）が表示されます。 
 
 熱源システムの基本的な機能を設定しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
《熱源システム設定内容》 
・熱源システム名称 ････ 名称を入力（40桁） 
・冷温熱源分類････････ 〈1〉冷熱専用 〈2〉温熱専用 

〈3〉冷温兼用 〈4〉冷温 WEX 
・却排熱係数･･････････ 冷却塔等に放出される排熱量を冷却能力に対する比で入力 
・単位名称････････････ 基本となる熱源の単位 

RT（3.52kW） 
・主要機器････････････ システムを構成する熱源主機器の番号、熱源構成機器番号を入力 

 

図 4  - 10 

図 4  - 11 
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５．熱源システム構成機器 
「B．マスターデータメンテナンス」で『５．
熱源システム構成機器』を選択すると［５．
熱源システム構成機器］（図 4-12）が表示さ
れます。 
 
 熱源システムの構成機器を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
《熱源システム構成機器設定内容》 
・主機補機区分･･････ 選択 

〈1〉主機 〈2〉補機 
・冷水温度差････････ 冷水量算出のための温度差を入力 
・温水温度差････････ 温水量算出のための温度差を入力 
・冷却水温度差･･････ 冷却水量算出のための温度差を入力 
・熱源水温度差･･････ 熱源量算出のための温度差を入力 
・補助係数･･････････ 主機補機区分設定が“〈2〉補機”のときポンプ揚程デフォルト値を入力 

 
 
 

６．熱源システム構成機器組合せ 
「B．マスターデータメンテナンス」で『６．
熱源システム構成機器組合せ』を選択すると
［６．熱源システム構成機器組合せ］（図
4-13）が表示されます。 
 
《熱源システム構成機器組合せ設定内容》 

 ・冷熱源として使用の有無 
･･･････････〈1〉有り 〈2〉なし 

 ・温熱源として使用の有無 
〈1〉有り ･･〈2〉なし 

 
 熱源システムを構成する全ての熱源構成機
器について有無の設定を行います。  
 
 
 
 

図 4  - 12 

図 4  - 13 
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７．熱源システム構成機器 COP 
「B．マスターデータメンテナンス」で『７．
熱源システム構成機器 COP』を選択すると
［７．熱源システム構成機器COP］（図4-14）
が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《熱源システム構成機器 COP 設定内容》 
・電気 ･････････････ COP を入力 
・ガス ･････････････ COP を入力 
・オイル････････････ COP を入力 
・用水 ･････････････ 熱量 1kW 当たりの（1/用水消費量 m3/h）を入力 
・機器分類番号･･････ 〈1〉冷熱源 〈2〉温熱源 〈3〉冷温熱源 

〈11〉冷却塔 〈12〉冷却水ポンプ 〈14〉冷水ポンプ 
〈15〉温水ポンプ〈16〉冷温水ポンプ 

・主要エネルギー ････ 〈1〉電力 〈2〉ガス 〈3〉オイル 〈4〉用水 
・BECS機器番号 ････ BECSで登録されている番号 
・空調用のガス使用区分〈1〉A 契約 〈2〉夏期契約 〈3〉小型 

 
 
 
 

８．機器緒元名称 
「B．マスターデータメンテナンス」で『８．
機器緒元名称』を選択すると［８．機器緒元
名称］（図 4-15）が表示されます。 
 
 
 熱源機器仕様設定のための機器緒元名称で
す。 
 固定名称のためメンテナンスは必要ありま
せん。 
 
 
 

図 4  - 14 

図 4  - 15 
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９．熱源機器仕様 
「B．マスターデータメンテナンス」で『９．
熱源機器仕様』を選択すると［９．熱源機器
仕様］（図 4-16）が表示されます。 
 
 熱源機器の仕様を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《機器仕様設定内容》 
・構成有無･･････････ 〈1〉有り 〈2〉なし 
・計算種別･･････････ 〈1〉能力表示 〈2〉送風量計算 〈3〉静圧入力 

〈4〉送水量計算 〈5〉揚程入力 〈6〉主機出力計算 
〈7〉送風機出力計算 〈8〉ポンプ出力計算〈9〉供給熱量表示 
〈10〉補助熱源表示 〈11〉能力表示 SH 

・負荷種別･･････････ 〈1〉冷熱 〈2〉温熱 〈3〉冷却水 
〈4〉熱源水 〈5〉冷温 

・エネルギー種別 ････ 〈1〉電力 〈2〉ガス  〈3〉オイル 〈4〉用水 
 
 
 
 
 

１０．個別空調機種別名称、Becs_No セット 
「B．マスターデータメンテナンス」で『10．
個別空調機種別名称、Becs_Noセット』を選
択すると［10．個別空調機種別名称、Becs_No
セット］（図 4-17）が表示されます。 
 
 個別空調機の種別名称と特性補正に利用す
る BECS機器番号を選択します。 
 
 
 
 

図 4  - 16 

図 4  - 17 
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１１．個別空調機室外ユニット 
「B．マスターデータメンテナンス」で『11．
個別空調機室外ユニット』を選択すると［11．
個別空調機室外ユニット］（図 4-18）が表示
されます。 
 
 種類別に機器の仕様を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２．個別空調機室内ユニット 
「B．マスターデータメンテナンス」で『12．
個別空調機室内ユニット』を選択すると［12．
個別空調機室内ユニット］（図 4-19）が表示
されます。 
 
種類別に機器の仕様を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３．エネルギー単価 
「B．マスターデータメンテナンス」で『13．
エネルギー単価』を選択すると［13．エネル
ギー単価］（図 4-20）が表示されます。 
 
 地域別にエネルギー単価を入力します。 
 
 
 
 

図 4  - 18 

図 4  - 19 

図 4  - 20 
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１４．各種エネルギー係数 
「B．マスターデータメンテナンス」で『14．
エネルギー係数』を選択すると［14．エネル
ギー係数］（図 4-21）が表示されます。 
 
 エネルギー種別にエネルギー係数を入力し
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

１５．建物用途別運転日数（換気機器系） 
「B．マスターデータメンテナンス」で『15．
建物用途別運転日数（換気機器系）』を選択す
ると［15．運転日数データベース設定（換気
機器系）］（図 4-22）が表示されます。 
 
 換気機器系の運転日数を設定します。 
 
《運転時間設定》 
・室用途名称 ･････････  名称入力 
・月別運転日数 ･･･････  数値入力 
・運転開始時刻 ･･･････  数値入力 
・運転停止時刻 ･･･････  数値入力 

 
 
 

１６．工事種類・建築構造名称 
「B．マスターデータメンテナンス」で『16．
工事種類・建築構造名称』を選択すると［16．
工事種類・建築構造名称］（図 4-23）が表示
されます。 
 
工事種類・建築構造名称を入力します。 
建築情報入力画面で設定内容が表示されま
す。 
 
 
 

図 4  - 21 

図 4  - 22 

図 4  - 23 
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１７．印刷 
「B．マスターデータメンテナンス」で『１
７．印刷』を選択すると［１７．印刷］（図
4-24）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《印刷手順》 
・印刷する項目内容と印刷の有無を設定した後、印刷開始します 
・印刷有りでも、印刷項目二データが無ければ印刷無しとなります。 
・印刷項目内容に⇒マークが有る気象データは印刷範囲を設定する必要があります。 

 
 
 
 気象データは印刷する地域を設定します。 
 
 
 
 

 

図 4  - 24 

図 4  - 25 
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第５章 システムユーティリィティ 
「起動メニュー」で『Ｃ．システムユーティリ
ティ』を選択すると［Ｃ．システムユーティリ
ティ］（図 5-1）が表示されます。 
 
［システムユーティリティ］は 
『１．ドライブ環境設定』 
『２．印刷環境設定』 
“主要機器エネルギー消費特性ファイル 
出力設定” 

 からなっています。 
 
 
 
 
《消費特性ファイル出力設定》 
“チェック”をつけた主要機器のエネルギー消費量と負荷率等を期間と時刻別にファイル出力します。 
 詳細は技術資料を参照してください。 

 
 
 
 
 
１．ドライブ環境設定 
「Ｃ．システムユーティリティ」で『１．ド
ライブ環境設定』を選択すると［１．ドライ
ブ環境設定］（図 5-2）が表示されます。 
 
 マスターデータのフォルダを変更する場合
に、設定します。 
 プログラムが作動するドライブ及びフォル
ダも表示しています。 
 
 
 
 

図 5  - 1 

図 5  - 2 
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２．印刷環境設定 
「Ｃ．システムユーティリティ」で『２．印
刷環境設定』を選択すると［２．印刷環境設
定］（図 5-3）が表示されます。 
 
 
 印刷時のフォントと余白を設定します。 
 プログラムのインストール時に印刷環境は
自動的に設定されますので、特にさわる必要
ありません。 
 
 Font 名称、Font サイズを変更したい場合
はリストから選択します。 
 余白は数値を直接入力します。 
 
 デフォルトは 

フォント ＭＳ Ｐゴシック 
サイズ 8.5 

 となっています。 
 
 

図 5  - 3 


